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論 文 内 容 の 要 旨 
 大阪堆積盆における中期更新世の古気候変動の実態を明らかにするために、神戸市東灘1700ｍコアを試料と
してのMa2層からMa12層までの花粉分析をした。その結果，下位よりQuercus-Metasequoia 帯，Fagus-Quercus 帯，
Cryptomeria-Fagus 帯、Cyclobal nopsis-Sciadopitys 帯およびPinaceae-Cryptomeria 帯の５つの花粉化石群集
帯とさらに20亜帯が分帯された。これにより、第三紀型植物群要素のCyclocary はCryptomeria-Fgus 帯 b 亜帯
（大阪層群上部のMa7層）まで残存したことが明らかとなった。いっぽう、第四紀型植物群要素のHemiptelea の
産山レンジはFagus-Quercus 帯 a 亜帯からPinaceae- Cryptomeria 帯 e 亜帯最下部（Ma3層最下部からMa12層下部）
までであることが明らかとなった。 
 古植生は最下位のQuercus-Metasequoia 帯の時代には暖温帯落葉広葉樹林であったと推定され、この時代の
後になって次第に温帯針葉樹の勢力が増して、暖温帯落葉広葉樹林に温帯針葉樹林が加わった森
（Fagus-Quercus 帯）となり、温帯落葉樹林と温帯針葉樹林の交代が繰り返される時代（Cryptomeria-Fagus 帯）
を経て、後背地に温帯針葉樹林を伴う照葉樹林（Cyclobalanopsis-Sciadopitys 帯）、そして温帯針葉樹林
（Pinaceae-Cryptomeria 帯）へ移り変わっていったと考えられる。この古植生変遷に基づく古気候変化曲線を
作成した結果、Ma3層下部、Ma6層中部およびMa9層下部を最暖期とするリズミカルな古気候変動が明らかになっ
た。この成果は深海底コアを対象とした酸素同位対比曲線の研究から導かれた結論にほぼ一致する。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
第四紀の気候変動に関する研究は、主に深海底堆積物や氷床コアの酸素同位体比分析によって活発に進められ、
氷期・間氷期の数万年オーダーの気候激変の繰り返しが詳細に復元されつつある。しかし、陸域における中期
更新世の気候変化を高い時間分解能で解析した研究は、極めて少ないのが現状である。筆者は、中期更新世の
代表的地層である大阪堆積盆地第四系の基準ボーリングとされる神戸市東灘1700ｍコア上半部を研究対象とし
て、花粉分析によって数万年オーダーの気候変遷史の解明を試みた。研究の結果、下位よりQuercus-Metasequoia 
帯、Fagus-Quercus 帯、Cryptomeria-F gus 帯、Cyclobalanopsis-Sciadopitys 帯、Pinaceae-Cryptomeria 帯の
５つの花粉化石群集帯（20亜帯）に分帯し、暖温帯落葉広葉樹林の時代、温帯針葉樹の勢力が増して暖温帯落
葉広葉樹林に温帯針葉樹林が加わった時代、温帯落葉樹林と温帯針葉樹林の交代が繰り返される時代、後背地
に温帯針葉樹林を伴う照葉樹林の時代、温帯針葉樹林の時代へと古植生が歴史的に変化したことを明らかにし
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た。さらに、高時間分解能の古植生解析から数千年から数万年単位の古気候変化曲線を作成し、数万年周期と
約30万年周期の古気候変化を解読した。そして、この古気候変化曲線は、深海底の酸素同位体比変化曲線と類
似するが、陸域の花粉分析では、温暖期が深海底よりも高感度に捉えられる可能性を指摘した。この他の成果
として、従来不明確であった第三紀型植物群要素のCyclocarya や第四紀型植物群要素のHemiptelea の産出レン
ジを明らかした。 
 以上のように、花粉分析から中期更新世の古植生・古気候変化を高時間分解能で解読し、陸域での古気候変
化曲線を作成した本研究は、第四紀の古環境・古気候研究の発展に大いに寄与するものであり、博士（理学）
の学位を授与するに値するものと認める。 
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